
             

創立５０周年を４０２名の生徒たちとスタートしました  

校 長  梅木 陽一 

 ４月１０日に１３４名の新入生を迎え、総勢４０２名の生徒と

３５名の教職員での日々が始まりました。１年生のキラキラし 

た目、２年生の先輩となった喜び、３年生の最上級生として 

の誇り。１１日の「対面式」では、全校生徒が体育館に集まる

行事となりました。さすがにこの人数では体育館といえども

狭さを感じます。「対面式」 は１年生のために中学校の様々

な様子を伝える会で、生徒たちが自分たちの手で作って

います。次に全校生徒が集まるのは６月７日の生徒総会

です。こちらも、生徒会役員などのリーダーを中心に、自

分たちの手で会議を進めていきます。  

部活動の仮入部が終わり、部活動が本格的にスタート

しました。本校は野球・サッカー・男女バレーボール・男女

バスケットボール・剣道・卓球・箏曲・放送・美術そして中

体連登録の部（陸上、バドミントン、空手、水泳）がありま

す。多くの生徒が加入し、活気あふれる活動になればい

いなと思います。 

４月１９日には授業参観、学校の教育目標の説明、

PTA の説明会を行いました。今年度も生徒たちが伸び

伸びと、そして生き生きと学校生活を送り、学校教育目標

「主体的に生きる力の育成～幸せな社会を創る担い手と

して～」の実現のため、教職員一同頑張ってまいりますので、 ご理解とご協力をお願いいたします。  

４月２３日は「子ども読書の日」。『身近に本 気軽に読書』を合言葉に図書室の環境が整備さ

れ、本がたくさん置かれています。ぜひ手に取って読んでみてください。 

３名の先生が心に残ったおすすめの本を紹介しました。 

 

【学校ホームページ↓】 

 
www.kita9.ed.jp/no

rimatsu-j 

 

 

 

 

 

 

 

対面式の様子 
 

 

 

 

 

 

授業参観の様子 
 

 

 

 

４月２３日子ども読書の日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対面式の様子 

子ども読書の日 全校集会 

授業参観 

「ディズニーキャストざわざわ日誌」・「数学の問題」・「英語のドラえもん」本紹介 



子ども読書の日、放送部がプレゼンを使って朗読しました。その感想文の紹介です。  

４月２４日に部活動発足式を行いました。新入生が入

り、部員が一丸となって共に成長していってほしいと思い

ます。部活動の目的は、勝つことや入賞することよりも練

習の過程に人間性を磨くことにあります。私は中学の頃、

卓球部でした。結果はどうあれ今でもみんなと一緒に声

を出して、励ましたり励まされたりしながら試合したこと、

練習の過程で友人と切磋琢磨しながら自分の課題に向

き合ったことは今でも覚えています。失敗しても「どうした

らうまくいくんだろう？」を追及しながら粘り強く挑戦していくことはこれから生きていく上でとても大

切なことだと思います。部員同士で助け合い支え合いながら困難を乗り越え、楽しく、ともに喜びを

味わえる充実したチームになるよう願っています。              

    

 

 

 

〇保護者連絡ツール「tetoru（テトル）」での、「欠席、遅刻、早退」等の連絡につきましては、 原則

「月曜日から金曜日の午前８時２５分まで」でお願いいたします。 

それ以降につきましては、学校へ直接お電話をくださいますようよろしくお願いいたします。また、

学校への欠席等の連絡がない場合、確認のために保護者の方にご連絡をさせていただきますの

で、よろしくお願いいたします。  

〇 学校への電話連絡は、土日 祝日、休校日には留守番電話で対応させていただきますので、ご

理解、ご協力をお願いいたします。  

〇緊急の連絡先（メールや電話による相談・連絡窓口）  

・北九州市 SNS悩み相談 

https://soudan-chat.net/browser_chat/kitakyushu-city/users/sign_in  

・24時間子ども相談ホットライン 電話 093-881-4１５２ 

 

 

 

 

 

 

 

部活動発足式 

 

 

 

 

 

対面式 部活動紹介 

 

 

 

 

 

 

 

  対面式の部活動紹介 

 

対面式 部活動紹介 

 

 

 

 

 

対面式の部活動紹介 

対面式で部活動紹介 

部活動発足式 

題名「ころべばいいのに」朗読の感想  ３年 Sさん 

嫌なやつに対して自分の対処法の他にこんな対処法があるんだとびっくりした。「負の感

情に振り回されない」という自分が思いつかないような発想が本の中に出ていて自分の人生

にも必要だなとも思いました。また、主人公が物語の中で心情の変化が起きていてそこも本

の魅力だなと感じました。 


